
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６（予算）

196,302 154,005 153,677 156,820 147,925 152,847

52,001 81,023 87,240 52,360 53,121 57,679

千円 千円 ％ 26.5% 52.6% 56.7% 33.3% 35.9% 37.7%

人 人  月 176,221 168,085 166,038 172,297 175,414 205,727

20,081 △ 14,080 △ 12,361 △ 15,477 △ 27,489 △ 52,880

1,291,607 1,270,459 1,253,627 1,240,217 1,211,936

 現金預金 323,436 191,103 233,740 220,397 190,841

 投資有価証券 958,056 1,058,056 1,008,245 1,008,245 1,008,245

64,722 57,654 53,183 55,250 54,458

1,226,885 1,212,805 1,200,444 1,184,967 1,157,478

1,015,410 1,015,411 1,015,411 1,015,411 1,015,411

211,475 197,394 185,033 169,556 142,067

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６（予算）

25 25 24 52,001 81,023 87,240 52,360 53,121 57,679

1 1 1  委託料 52,001 80,923 87,240 52,360 48,355 57,679

0 0 0  補助金 0 100 0 0 4,766 0

24 24 23  負担金 0 0 0 0 0 0

3 3 3  その他 0 0 0 0 0 0

21 21 22 　その他　 0 0 0 0 0 0

17 16 16 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
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一般財団法人　岡山県国際交流協会
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名　　称

事務所の所在地

代 表 者

600,000出資金等総額 うち県出資金等

岡山市北区奉還町二丁目２－１

代表理事　野﨑　泰彦 平成3年3月19日

8260005009004

設立目的

世界の人々との相互理解と友好親善を深めるとともに、世界の国々と
の学術文化、スポーツ、経済等の幅広い交流を積極的に推進すること
により、国際性豊かな人づくりと世界に開かれた活力ある地域社会づ
くりに寄与するとともに、世界の平和と繁栄に貢献する。

主な事業

職  員

　総　数

  総  数

 うち県職員

役　員  うち県派遣職員

 うち県派遣職員

経　営　状　況　等　の　概　況　（ 県 外 郭 団 体 ）

役　　　 職　　　 員　　　 の　　　 状　　　 況

団　体　の　基　本　情　報　　（Ｒ６．４．１現在） 　　　　　　　　　経　営　実　績　と　財　産　の　状　況　　　　　（単位：千円）

　　　　　　　　岡　山　県　か　ら　の　支　出　の　状　況　　　　（単位：千円）

　当期正味財産増減額（Ａ－Ｃ）

　総 資 産　Ｄ

主
な
も
の

　正味財産　Ｆ＝Ｄ－Ｅ

 うち基本財産　Ｇ

県出資比率

設立年月日

　経営実績と財産の状況
についての評価

　県支出金の割合（Ｂ／Ａ）

　収益　Ａ

　うち県支出金　Ｂ

　費用　Ｃ

・国際交流の推進に関する事業
・国際協力・貢献に関する事業
・国際理解に関する事業
・外国人に対する情報提供等に関する事業
・多文化共生社会の実現に関する事業
・ＮＧＯ・ＮＰＯ・ボランティアの育成及び支援に関する事業
・広報、出版及び調査研究に関する事業
・岡山国際交流センターの管理運営
・その他法人の目的を達成するために必要な事業

役    員 職　　員 22 決算時期

 長期貸付金（年度末残高）

 損失補償限度額

 損失補償契約に係る債務残高

 債務保証限度額

 債務保証契約に係る債務残高

・令和５年度は正味財産が減少したものの、財産の状況は健全である。な
お、近年はコロナ禍の影響等により厳しい運営が続いており、利用者増な
どの取組が求められる。
・長期借入等の固定負債がなく、また、土地・建物等を保有していないこ
とから、資産価値低下等の懸念はない。

　県支出金

 短期貸付金

 累積剰余/累積損失（Ｆ－Ｇ）

　総 負 債　Ｅ

内
　
訳


